
yJ' 山 村 学 那 27 怨-IH

-L'/.iの榊糸よりなる飼ff城北が低Wulほど保71tjJにmむこ

とも'ttei封に抑州される.そこで,E!L,]ffネダニの%'f机
B.'1ffElT兆の良JgJ拝〝の双JJ-にW･ましい先l′トをク117L)ため

に軌UArと班別JJとのl刈係を'.?!dべた.

温床と繁殖力との関係

JJ-班 Bl-'IIftl川;の仰糸がネダニの放Ei'･1Iこ過当になる

まで 27oCに伴った役,おのおのの別lfE.1'川 1.にネ//二

を入れ 17,20,23および 26oCの斑tTd共作にJ,tいて繁

雑した親ダニ数をかぞえた.化の誠映失脚 ま--illに弊

ずる.

Table3. Influenceoftemperatureonpopulation
growthofthebulbmite.

･e-perature(｡C)il｡Dar昌aft2e.rin2C5ubaShon

26

23

20

17

ミカンミド1)カt='梢L-1I'がよかった.

3) ネダニの班別とnAlllとのIiU係は 17-260ca)JTqi

州内では約mの%'i机教には大別 まないが.26qC別lf
r<に九･いてJ止もすみやかに班別し,3oC下YJごとに約

5｢Iのおくれがみられた.
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R占stlm6

}_5_ Massrearingofthebulbmite,RhizoglyPhus

360 400 473 334 139 63 cchinopLLSFumouzeetRobin,wastestedinPetri

57 364 489 492 347 266 dishusingfourdifferentkindsofagarculture

5 85 434 558 538 513 media,eachofwhichwasinoculatedwithnine

5 5 21 315 456 555 differentkindsofplan上pathogene.Theinfluence

結果 袈3にしめすごとく26oC飼fl'区では10日日

で360匹となりすみやかな光軸'がみられるが,3oC下

るごとに1R舛親ダニ数は約 5日のおくれがみられるよ

うである. しかし放雷光神教には大差なく,かえって

低配のため飼Tffhy･兆の分lrl卒が少ない 20,1rC飼ff区

においてまさる帆句がみられる.

総 括

1) ネダニのペト])皿による黙Jt:飼Tfはジャガイモ

伽 山にミカンミド])カビ捕菌を抜班し,尉糸が堪天培

地の=LRVu-を 70-8070'ぉぉったところでネダニを放銅

するのがよい.

2) ネダニの食性はきわめて広いものと考えられる

が,寒天培地をもちいる銅だにおいては不完全南郊,

子のう菌類に属するものを好むようである.ネダニ放

飼後の観察の難易を考臆した場合鵬試菌現のうちでは

ofsortsofagarculturemedia,plantpathogenes

andrearlngtemperatureupon the population

growth ofthemitewereinvestigated. The

highestpopulationgrowthwasobservedinthe

mediaofpotatodextroseagarinoculatedwith

Per,iciLh'tLm dl'gil(ltum Sacc,where the direct

observationofthemitewasalsoveryconvenient.

Itwasmostsuccessfulthatthebulbmitewas

introducedintoPetridisheswhenmyceliacover･

edwith70-80percentofsurfaceofagarculture

medium. Maximumnumberofadultattainedin

eachdishwasalmostthesameatanytemperature

of17,20,23and26BC. Thepopulationgrowth

was,however,fasterathightemperaturethan

lowtemperature. Lowtemperaturewasrather

betterthanhightemperatureforkeepingthe

adultbulbmiteforlongtime.

DDT･ReSiStanCeintheSo･cal]ed"Taknt8uki''StrainoHheCommonIIou8eFly,MILeCLtdomeB･

I.'cavEcina.ProblemsontheBreedingoHnsectsforBiologicalAssayofInsecticides.XXIX.

SumioN ô̂ Ŝ wA (IharaAgriculturalChemicalslnstitutc,Simizu). ReceivedJuly28,1962.

BoL)･tL･Ifagr!l･tL,27,67,1962.(withEnglishrisum6,74).

ll. いわゆ る高槻系 イエバエの DDT抵抗性 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼符に関する言卯月超

･ilTS29M l長沢純火 (イハラ出水研究所)37.7.28受理

いわゆる苅槻系イエバェのDDTに対する抵抗性はかなりたかいという紡論に達しているが.1959

咋5JjにJIJ'(系統から分離された高槻系の13nii団は,その後の約2年余の間に,飼育場所によりかなり

ことなつT=ものに変っていて'これらの示す 1雌あたt)のLD50は0.73-43.85FLgの範臥 こあった.
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そのうちLDBOが2FLg/flyあたりの数他をしめす蛸田が.qi系統にちかいものの様に考えられるが,

これを証明しうる申尖はない.班準系統の飼Iffと保存に関する紐純的な協疋椚田が必要であると兆に

かかる系統の泣入をさけるためには,鵜刑場受性に関与しない外部可視の突然変相BTiをもって,

これを相識する工夫 もなされるべきである.

いわゆる7.'有税系と称されて,わが国でひろく殺虫剤

のui物放映検定のためにもちいられているイエバエの

系統は.1946埠の払 大阪肘高槻市において採処され

た1位の雌から山発し今日におよぶものである.原系

統の相似 よ約13iFL.lil,高槻印の京都大学化学研兜所で･

忠誠的な所作によっては全く殺虫剤にさらされること

なくつづけられ,その抑 こ国内の20余の試験研光機朗

に分誠された.1959年5月,上記化学研死所の吐物試

敗を中止するに当って,原系統は17の磯田に分割配布

されて,･&系統のB!新がなされると同時に一部機跡 こ

あっては,新跡 こ本系統の飼育を踊始,これらの累代

別科 こよる抹存は今日におよんでいる.袋者は1962年

初血,さきに肘棚をおこなった研兜機関から本系統を

凹収し,碓尖に7'古槻系と明記されているもの12災凹を

当所においてT.Jd様試供系と称して尉i:飼育してきた弧

凹を披畔として,全く同一条件に飼育し,それらのP･L''･

DDTにたいする嘘受性の程度を比較検討した.

本文にはいるにさきだち,この系統を長年にわたっ

て保-(I-･D.1附 され,また本失敗を行うに際してはこころ

よく材料の以VEを脇った方々と,本系統を研兜機旧別

にD..]ft'･)･るわずらわしいtL琳 こつくされた杉山ちえ子

娘に凱瓜と測芯を公する次Inである.

実験材料および方法

1. 他紙比山･.1946咋払 試槻仰 こおいて採災され

た1雌にIu発する,いわゆる試供系と称されるイエバ

ェ M uscadomesLicavic3'r,aMacquardtは,現在わ

が田の殺山剤にBgする試験研米機跡 こおいて' 殺虫

剤の出物状映用昆虫としてかなりひろくもちいられて

いる系統である.今回ここにもちいた10災BIのイエバ

ェは.1959咋5月に庶系統から再分配され一それぞれ

の機跡 こおいて2咋7ケ月近く累代飼育されたものの

-1･孫である.そして視る2災跡ま,さらにそれより若

手JrulDlに分離されたものの子孫で,似宜上研兜機朋別

にこれらに A,B,･.･･-Lの符号をあたえて区別する

こととした.比悦のための班弊個脚 下には.同一時糊

に孤独され,今日まで射 t:脚 I'されているイハラ出炎

研究所の高槻系をもちいた. これには Sの符号をあ

たえておくこととする.これらの幼虫期の飼Iffは豆囚

柏と酎母を用いる方法16'にしたがった.成虫燭の餌に

は砂糖と水をあたえた.

2.眺訪英剤 ･.メタノールで再結した J･,P'-DDT

(m.p.108oC)を投宿氾皮100fLg/mm3のアセトン桁紋
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とし,対数llIJ晩0.3をもって9段階に稀釈してもちい

た.以下lかこDDTとしるす.

3･ 試験方法 '･羽化後3-4日目の個体を炭敢ガス

で麻酔し,雌雄にわけてこのうち雌だけなもちいた.

垣径 9cm,高さ 5cm のガラス容矧 こ約50個体ちか

くをいれ,約五をかぶせて上から脱脂綿にひたした稀

釈咋乳を附としてあたえ,24時間放田した.24相.Ti)役

に再度炭敢ガスで軽く淋離し,マイクロサイ･)ンジで

その胸背部に恭紋を 1個体あたりlFElづつ滴下処PJl

した.処理個脚ま同じシャ-レにもどして,rFrdじ方ui

で稀釈Lト乳をあたえ,24時聞故の生死を-ui日蝕した.別

If3'および突放はすべて 25oC.湿度75,%のElFfa卿 I･･下

において行った.なおこの突放は,つぎにしめすよう

な 7×7のラテン方格法にもとづく斉鮭不先脱出の火

験計画にしたがって2回にわけて行った.企火映を迫

じて14607匹のイエバエがもちいられた.

F

D

E

E

G

ち

B

ド

C

G

A

F

D

C

G

C

E

A

A

B

D

実験結果と考案

1. 小火致死光正の詐定 :ある炎虫の'1-61州伽こ),･い

ては,イエバエの DDTにたいする感受性はその対放

棚にたいして正規分布することは,すでにひろくしら

れているところである.非虫の対数を状軸に,これに

対応する致死率をプロti'ットにおきかえて,耐d沼 のLu
係をグラフの上にプロットし,そこにひかれた【軸椎【

線の方程式について誰glの敷地を評定した.邦1-ilは

これらの敷地にもとづいて兆虫致死率回爪繰の113係政

を比校した変益分析の結果である.実験1においては

同じ日にえられた3回帰緑の角係数も,また実験日ご

とに比較した角係数も,有意水準0.05において平行と

みなすことが可経である.しかし実験2においてほ,

実験をJJlこなった日により,その角係数のちがいには

かなり高い有意性があり,combinedslopebeをもち

いて各回付線の平行化をはかり,それによってil3.汁拝
された中火致死典故を以後の考矧 こももいることは過

当でない.そこで実験1,2同様にそれぞれの北山-致
死率の回帰線からもとめた中火致死米比をもちいて,

以後の計算をすすめることとする.評定された中火致

死薬袋をひとつの衣にまとめたのが･m2誠である.な

お combinedslopeをもちいて,各回柑線の平行化

がゆるされないことは, LD60について考窮すると同
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Table1. ComparisonoftheslopesofthecurvesrelatingprobitkHltlndlog-dosages,
representingthedosage-mortalitycurvesbaseduponweighted,correcte(Iprobits.

Variancedueto
Degrees

of
freedom

Experiment1

SquuTa霊 I shq4ueaa,ne

Combinedslopefor
alltests,bJ

Differencesbetween
dailyslopes

Differencesbetween
individualslopes

Deviationfrom
straightline

Experiment2

ssqGum=霊｢~-sTu6aT
1986.77452

15.71905

71.26312

90.20778

Table2. Toxicityintermsofthe

2105.12741

117.61223

44.39015

27.76622

F

log-LD50(+1.000)foreachseries.

Populationl 1 2 3 4 5 6 7 F VB I W ,

s

A

ち

C

D

E

F

1.947 1.963 1.548

1.248

2.871 2.438

0.923 1.072

1.035

1.232 1.236

2.756

0.685 1.241

1.208 1二949 2.187

1.900 1.968 2.194

71 14･118
5.869 5.410 4.724

S

G

H
I
∫
K

L

1.800 2.059 1.923

1.986

1.405 1.506

1.596 2.081

1.636

1.260

2.760 2.754

1

6

3

6

2

2

3

62

61

90

58

朗

41

59

5

3

7

2

2

5

6

5･937 4･115 4･200I34･373Io･000134･373

2.336 1.777

1.639

1.732

1.467 1.407

1.755 1.190

2.365

0

6

8

6

6

2

2

9

1

4

5

2

4

7

3

0

6

9

4

9

7

1

1

7

1

4

1

0

6

3

6

1

8

7

6

86

鵬

08

50

77

08

9

5

6

4

5

4

4

7

･B E5･355 5･100 6･347 5･937 5･630 5･609 4･329F38･307Eol000138･307

時に, 弥 田 10'のいうように LDIOOを追跡することが

のぞましい.大沢 ･長沢19)の殺虫剤布効皮のゴミ示班は

そのまま抵抗性の炎示に迫川さるべきであ7L'が.木文
では一応 LD8｡だけをとりあげて諭訳をすすめること

とする.

2. 中央致死水虫の比枚･･剤fi不完脚1111の'R晩汁所

については,Yates37)によってのべられ,Mooreand

Bliss12)の諭掛 こもその計許法は詐抑 こしるされてい

る.筆者17)もまたこの応用例を記した諭著の中で一応

の解説をおこなった.一定の方法にしたがって罪定し

た平均rll央致死薬包指数は,弟4表のごとくである.

そして耶3:Liの数倍は平均中央致死薬量指数を算定す

るための係数をもとめ7JJ)TTt分析の約火である.郡4

=滋にみるように,平均した中火致死浅tLr托TR放ll.Jの r.-

8,♪.-0.05 にわけるイJ血Z三は.火放1にJ.･いては

0.489,火映2にわいては0.567である. その朗係を

l可,I(したのが･i]7!1回である.･n4:Rにしめした FLg/g

の数伯は,1何巨の生体irLを 18mgとして罪定 したも

のである. 高槻系 イエバエ 1雌の生体∃三は約 19.75

mg(長沢)14), また 25-27mg(安富)33)となってい

るが,Yamasaki29),YamasakiandNarahashi30)の

論著には, 1雌の生休歪は 18mgとして中央致死薬

歪が計_T3:表示されている. 筆者が 18mgとして算定

したのも,これと比較を容易ならしめるための措置に
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Fig.1. Comparisonofmedianlethaldosesbetweenpopulationstested.
Solid linedenotestherelationthatthedifferencebetweenLD5.'sis
slgnificantatll-8,Pr-0.05

Table3. Analysisofvarianceforseparatingvariationbetweendaysfromremainder.

Variancedueto

Stfrrainms弓.gnoringdays

Days,exclusiveof
strainsfrom W-

Errorwithindaysand
/strains

Total

Degrees
of

freedom

Experlment1 Experiment2

su-ofsquareSIMeansquare sumofsquaresIMeansquare

Table4.̀ Relativeresistanceoffemaleadultsoftheso-calledHTakatsuki''strainofthe

comnlOnhousefly,MuscadomcslicavicinaMacquardt,for少,〟-DDT applied topically,
correctedfordifferencesbetweendays.Significantdifferenceforn-8,andPr-0.05.

Expt. IPopulation (ligl.L.Ddao)I(pLg7fBIOy) L を芝電 I,Sseilsattainycee

70



防 虫 科 学 節 27 巻-ⅠIt

ほかならない.なおSの感受性を1とした時の,各個

体群の耐性の相対的な数伯を節4衣の最後の欄にしめ

した.

このt.ff収 をみると,ひとつの系統からわかれたと称

せられる13の個体7附ま, 2年余のあいだにかなりちが

ったものになっていることがわかる.安評 岬 )は7J有職

系は辺伝学的に純系にちかく長期の籾汰にかかわらず

拡抗性の増大する割合は比較的少いとのべ, 一方塚

本27),山崎31)は前脚系は拭抗性のでやすい出伝的に純

粋なものでないという論述をおこなっている.不幸に

して原系統が保存されていないし,また滴下処理法に

よる DDT に対するLD6｡がしられていないため,い

ずれの研兜機関において抵抗性が発述,または消失し

たということは言えないが,いまかりに DDTの拡抗

性は,正絹な状頂においては相当期日.lJ低下約失しない

とした場合 (BruceandDecker3),D′Alessandroel

I:I.6),D'AlessandroandMariani8),Norton]8)) は

Table5. SexratioS/(i+?)of
populationsCand∫.

p｡t i c l~ J

K,H,Aが割合原系統にちかい偶作耶であると言えよ

う.これよりさらに感受性のたかいCの個体郡は,飼

巧中生珊的に異常なものに変化したと考えられるもの

のようで,その雌雄比は第5表のごとく雌がはるかに

少く,そのひとつの証明となろう.また一方Dの個体

7rY.は,他の水剤との交叉祇抗性をしらべた生物試験の

節米から,列国からの感受性のCSMA系統が高槻系と

されて送られて来たもののように考えられる.なおま

たJは,冗,II,Aなどにくらべると, 3倍ちかい耐

性をしめしているが一これは･m4衣にしめすごとく,

JRにのべたCとは逆に,JilEを多く生ずるものに変化し

ていた.I,E,および S,Gと噸次にT.Tい耐性をしめ

しているが. さきの A,lI,Kのあた [)を朋系統

にちかいもの とした拐合は DeckerandBruce7',

Kniplingt"らの)i:犯すろ紙抗性といわれる ものの相

関には入っていない.しかし火映範において吐物試験

用見出として, とくに江志されて飼辞される系統で

もー稚々伽汰に関する要田の介入があって,かなり耐

性は脚加するものといわなければならない. 一方 L,

Bにおいて,'JfVい抵抗性がみられたのは,衣)明にわた

る対 ℃飼符過程において,何らかの原因で淘汰がおこ

なわれたか,または他の抵抗性の補い系統の況人があ

ったと考えなければならない.

高槻系 イエバエが DDT にたいして抗fJJc性をもつ

'にいたったということは,すでに1952咋頃から,1,2

の研'jY機凹からききおよび,その用;皮:代捌ま1171:系統の

分脈出所なはかつてきた.しかし文献としてこれが汀己

服されたJft抑 よ,Yamasaki20㌧YamasakiandNara･

hashi的 に.tるものであろう. す な わ ちその抵抗性

の柑必ま,従米紙抗性の系統としてしられていた彦根

系とほとんどひとしく,5000,1000,2叫 および 40

FLg/gで,致死率はそれぞれわづか に,ll.8,6.7,

6.8および3.3% にすぎなかったことが発表された.

もっとも日本の若干の系統が DDTにたいして抵抗性

のあることは,山崎 ･石井28)により学会にお い て 口

跡 こよる発末がなされ, これは先の Yamasakiand
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Narahashi30)の文献に記収されている.

なおここで比較にもちいられた彦根系が DDTにた

いして7.11い抵抗性をもつことを発起したのは,塚本 ･

火上Ii217,Tsukamoto,eEal.25), 塚本ら26)であり,

1954,55,56呼の成駅は,イエバエ1匹あたりのDDT

の,lttを 10/Lgから 500FLgにまで和しても,致死率は

あまりか わ らず,各点をむすぷ線は肪紬とほぼ平行

にな7iJので,rP火致死非抗はもとめることが出来ない

とのべた.もともと彦根了ffはマラ1)ヤ撲滅のためDDT

のLTtllJ'が4il'i兜におこなわれた地域で,ここに産するイ

エバエ.シE'ウジョウバエが,いちはやく欧米の抵抗

性系統以上の7.'古い拡抗性をしめしたことは,うなづけ

るものとされた.Yよmasaki29,によって高槻系が彦択

系におとらず,苅い抵抗性をしめすことが発衣された

ことは.当時朗系統を保存飼育していた等者にとって

は粍異に偵する郁夫であった. しかし上述の突放精

米から,これはおそらく高槻系が,きわめて高い抵抗

性を有する彦根系と同時に銅だされている過程におい

て,彦根系の混入.あるいはこの系統がそのまま高槻

系となって累代飼背されるにいたった結卿 こよるか,

または兆剤の汚J汰によって彦般系の11する抵抗性の程

既にまでひきあげられたと考えられる. 武柁 ･申払 4)

は彦蚊系においてほ 60FLgでわずか2.1%の致死率を,

市●有税系においては LD80==147.8FLgの数伯をえている

が, その後'R肝 0は, この彦択系と高槻系は同様に

60FLgでか)-'かに30%相成の致死率しかえられなかっ

たこと,また北沿道の純白村など数多くの僻遠地から

採i托したイエバエが,DDTとの接触経験がないのに,

いずれも彦収など DDT散布の統光におこなわれた地

城のものと, rrlじ程度の故さを しめすことをたしか

め, 口木の イエバ エ,すなわち Muscadomestica

vicilla と称する担掛 ま, もともと DDT に払い生班

的なllJt帥 physiologicalraceではなかったろうかと

いう巧えな発去した.そして DDTで淘汰して抵抗性

が-f畠iBした例は, 欧米の Muscadomesticadomes･

Licaでは,きわめて数多くの報告があるが,地中海か

ら仙 寸け ジア,luVl',日本あるいは南米に分布する

M.a.vicinaでは,DDTによる駆除に失敗した例や

調べてみると故かったという例はn:干あるが,感受性

の系統が淘汰によりDDTに抵抗性をましたという例

はないことをあげている.そしてこれは,Brown2)の疋

詣する DDT-refractorinessという召Jjiで淡現する

のが妥当かもしれないとして,日本のイエバエは実験

室において DDTで長期間淘汰しても,それ以上にさ

ほど孤潜な抵抗性の増大はみとめられなかったことを

附記している.鈴木21,22)は海老名.確実,市税各系統

では LD50がハエ1匹あたり60/jg以上におよび,正

抑な放llliが えられなかった としている. なお, さら
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にわが国の各地から採31さした系統の うち, LD50 が

60FLg以上の系統が19もあり, これからさらに7,I.7い3位

日加こ抵抗性が分布しているものと拙走されるとのべて

いる.釣木23)はまた,DDTについては,旭受性の系

統はまったくみあたらず,したがって抵抗性和人を-3ii

づける学問的証拠はないわけであるが,効力がかなり

小さいことは認めざるをえないであろうという芯見な

のべている.

高槻系と称されるイエバエが,DDTの淘汰によっ

て抵抗性が付与されるか否かの詳細は,池本恥によっ

て発表されているが,それによれば高槻系は DDT

の淘汰によ?ては抵抗性が発達しない･すなわち･-IL'6
械系が DDTにたいする抵抗性に関しては比収的純系

であると解釈している安田 32~86)の材料は,池本の失敗

成約によれば,本来の高槻系が数代にわたって DDT

で軸汰され,大体その投大仙 こ述したものをさしてい

るようである.しかし光にHoskinsa'ndNagasawa8'

は,SCR系が Sevinの淘汰によって10代をへぬうち

にきわめて高い抵抗性を払和し,これがそのままDDT

に対して交叉抵抗性をしめすことがのべられている.

それ故,苅槻系が DDTの軸汰によってDDTの抵抗

性が甲大しなくても,Sevinなどの淘汰によって魂蛸11

感受性が変化し,これが DDTに交叉抵抗性をきたす

wl:因となるであろうと考えることは可能である. Ya･

masaki29㌔YamasakiandNarahashi30'のl戊緋が'

安粁 2-35',鈴木2l-23'.池本9'のいう60Flgで30,96相成

の致死率をしめす放大伯をこえているのは,他の兆刑

でさらに若干淘汰がおこなわれた材料をもちいたkl.TI槻

によるものと考えられる.三Tf者の L,Bの仰4tノ脚下にわ

いて,LD6｡が 60FLgをこえる数LLliをしめしたのは'

Yamasaki29)のもちいたと同様な桐肘作と DDTの削

汰によって,さらに新二｢抵抗性のf'は る可能性をもつ

朋脱げが氾在していたことによるものとFcITF･釈すべきで

あろう.

なお背広i20)は生物の感受性は種々の内的.外的射′Il･

によって変勤しやすい もので あることから,附 11な

calibrationcurveを作っておいて,後日標和典剤な

しで薬剤の試奴をおこない,その結果を田抜 calibra･

tioncurveと比校評価することは他険であるとし,

･B沢16)がイエバエで逐次飼育災Dl別に rr-(/I-LTE311S-

allethrin石油紋に対する感受性を比校して, かなり

の変動のみられる成約をかかげ,つねに松代蛸 剤を桐

鴨に比較して,眺試恭剤の効力を比校検討することが

のぞましいことなのべている.これに対し山岬 L'は｢長

沢の試侃系イエバエは,in伝学的見地からは純系でな

いといわれている.長沢18)のデータ-にふjtが多いの

はこの不純さによるものではないかと思う.strainの

正変性を政調したい｣とのべている.
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爺研兜絶間に耐和された1.'S糊系イエバエが,いまか

f)に他系統が氾入した●JT･火なしに朔日:刑lfされたとし

たJf"1合,今rIltの.&文にわいてしろした'R矧戊fl'lは,仰
木27)またIrTdl.'J317の.7a述を;!LEl朋･才一るものといえよう.た

だtT-lIl-1rLYl:S-allethrinT了油紋に対するiB次t!'･1lf.lJtJ･】1
の娼･X･性のふh ld), これと焚くわなじく f･,P'-DDT

に対するふれの成約13)が全くこの不純さだけによるも

のとは想われない. どのように飼Affのための環tfL矢

作･,またその方はを規正しても,たとえそれがある雅

邦感受性に関して純系であったとしても飼育鎌田によ

る感受性のふれを全くなくすることは不可確で,本文

でのべた様な突験計両法にしたがったのも,こうした

変判を考慮しての措田にほかならない.

3. 眺試昆虫の班WiTヒ:tlも試昆虫の系統の搾存とそ

の門m飼ffには,印当江志してかかることが必要であ

ることは,以上の成緋からしても明白である.Chemi･

CatSpecialitiesManufacturesAssociation(Natio･

nalAssociationofInsecticideandDisinfectant

Manufactures,lnc.のfIJTl身)1)が,何年一定期日に約

時度の系統とその感受性を検定した上,傘下の試験研

兜機凹に-lTd布し,これをrl'7]う1ヶ年の鵬試昆虫たるべ

きことを指示しているが,これは飼行方は,飼符条件の

規定とt)Fせて考LBにLLrEする間組であろう.一万多くの

系統をひとつの場所で累代飼符する場合には,とくに

氾人の間組に注記が払われるべきであるが,水剤航抗

性のごとき不可視の陸田は,混入のうたがいがあった

としても,その碓詔は解易でない.これに対するひと

つのf持田として,非剤感受性に関与しない白眼,紅胴

など外:lS可視の突然変只形TIをもって,班.mしておく

ことが讃,'えられる27).

摘 要

(1)いわゆる苅槻系と称されて,わが同で殺虫剤の

吐物試覧灸用昆虫にもちいられているイエバエの系統は

1946年秋,高槻市で採Lfさされた 1雌に出発するもので

ある.2ケ年余.13ヶ所に分散して飼育された木系統

の DDT感受性の様相を滴下法により,7×7のラテ

ン方旅ほにもとづく斉雪'#不完節型の突放計所にしたが

って検討した.

(2)7.-wR系イエバエの DDTに対する感受作は,朋

子f矧7)j別にみてかなりことなったものに変っていて,

1雌 あたりの LD50は 0.73-43.85/tgの昭囲にあっ

た.LD50が 2/Eg/♀ あたりがlf,(系統にもかい〃洞 で

ある様に.rl.lTJjれるが,これを話It明しうる7ji実はない.

しかし従来いわれている掛 こ,木系統が DDTに対し

て30,%程度の致死率しかしめさない程の高い抵抗性を

持っているとは考えられない.

(3)桝試昆虫の標準化に関して.とくに標準系統の

搾打と飼Tf門FFT!にn大の陀芯が払われるべきで,ある

槻朋に13いてnWT'何(i.分配の門川にあたる1jiがのぞ

ましい.また,多五七の三IWllLl受牡に肝 J一る系統を 1ヶ

所でPI.71日･ろ場付は.他系統の出入をさけTJためのm
ilV托 して,嘘安代に閃r7)しない外部rJJ鮎のrJ1然焚iTQr

Jr/;TlをrJもって, これt,irJtTu.LnしてJ,･くことが･巧えられ

ち.
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R占bum6

TheSO･CalledHTakatsuki"strainofthecom.

momhousefly,MuscadomesticavicinaMacqu･

ardt,whichhasbeenusedforthebiological

assayofinsecticidesinJapanistheoffspring

startedfromasinglefemalecollectedatTaka･

tsuki,Ohsaka,Japanintheautumnof1946.Suc･

cessiverearingoftheoriginalpopulationofthis

strainwasmadeattheInstituteforChemical

ltesearch,KyotoUniversityatTakatsukifor

about13yearswithoutanyintentionalinsecti･

'cidepressure･Duringthese13years,thisstrain

wasdistributedasaninsecticidaltestorganism

tothelaboratoriesmorethan20. When the

insecticidebioassaylaboratoryattheinstitute

mentionedabovewasclosedin May1959,this

strainwasdistributedtothe17laboratoriesto

renewtheirTakatsukistrainorstarttherear･

1mgOfthisstrainnewly.

InJanuary1962,thewritercollectedthese

populationsoftheTakatsukistrainandreared

them separatelyatthepresentinstitute,then

madeanexperimenttocomparetheirsuscepti･

74

bilitiestoDDT.Thesepopulationsweredenoted

asAIBJC･-L Asthestandardofcomparison,

thewriterusedoneofthestrainsoriginated

from theTakatsukistrainwhichwasobtained

from theInstituteforChemicalResearchinMay

1959andhasbeenrearedinthelharaAgri･

culturalChemicalsInstitute.Thispopulationwas

denotedasS･Larvaewererea.redonamixture

ofresidualproductsof"tofu"makingandyeast

powder15). Thedietofadultflieswassugarand

water.

9,9'･DDT(m.p.108oC),2,2･bis･(Z1-chloro･phenyl)

-1,1,1-trichloroethane, rechrystalized from

methanolwasusedforthepresentexperiment.

In the future paragraphs,A,〟-DDT willbc

describedsimplyasDDT.

Flies,3-4daysold,Werelightlyanaesthetized

withcarbondioxideandsexed.Femaleflies,ln

groupsofabout50individuals,Werekeptina

glasscuphavingdiameterof9cmandheightOf

5cm.Thecupwascoveredwithnylonnetand

acottonbollsoakedupdilutedmilkwasplaced

onitasdietforflies.After24hours,justpr10r

totheapplication ofinsecticide,flieswere

anaesthetizedagalnWithcarbondioxidelightly.

One〃lofacetonesolutionofaglVendosageof

DDTwasappliedtothemesonotumoffliesus･

ingamicrometerdrivensyringe.Acetoneused

assolventwascllemicalpure. Nineconcen･

trationsofDDTobtainedbya1:1(V.∫/V.)serial
dilutionofa100Fig/Illsolutionwereapplied.

Aftertreatment,theflieswereputbacktothe

glasscupanddilutedmilkwasglVenaSdietin

thesameway. After24hours,moribundand

deadflieswerecounted. Rearingofthehouse

fliesandexperimentwerecarriedoutundera

conditionkeptatca250Candarelativehumidity

of75%.Experimentwascarridoutfollowlngthe

balancedincompleteblocksdesignbasedupon

a7by7latinsquare.About50individualswere

usedforeachof21experimentsvarlnglnpOpu･

lationandconcentration,andatotalof14607

individualsweretested.

Basedupontheresultofexperimentinterms

ofthe relation between dosage(〃g/fly)and

mortality(%)foreachpopulation,dosageand

corresponding mortality were transformedto

logarithmsandprobitsrespectively,andtheir
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re一ationswereptottcdongraph.Thecalculation

oftheregressionlinesand thex2-testforthe

agreementbetweentheexperimentaldataand

thecalcut.ltCd resultsWere made from the

Corrected probits and weight starting with

provisionalcstimntes. Iftheindividualslopes

ofthedosage･mortaHtyregressionlinesdidnot

differfrom eachotherwithintheexperimental

error,thesethreeregressionlinescouldberep･

resentedbytheircombinedslope. Further,if

thesecombinedslopesdidnotdifferfromdayto

day,21individualdosage･mortalityregression

linescouldberepresentedbyasinglecombined

slope, and log LD50aSCalculatedfrom the

generalequationuslngaSlnglecombinedslope

wouldbeappropriatetou占eforthefurtherdis･

cussion. Bothpossibilitiescouldbetestedby

ananalysisofvariancebetweenslopesincom･

parisonwith theresidualvariationabouteach

individualcurve.TheresultofanalystsOfvari･

anceofthedataareshowninTab一e1. Asis

seeninthefiguresofTable1,thedifference

ofslopesbetweendaysinexperiment2 isslg･

nificant.Itisconcludedtobeimpossibletouse

aslnglecombinedslopeinexperiment2forthe

furthercalculation.ThereforetheLD60'scalcu･

latedfromeachdosage･mortalityregressionline

willbeusedinboth experiments1and2 for

thefurthercalculation.

ThecorrespondingLD50'Sareenteredinthe

appropriatepositionin Table2. Theexperi･

mentalresultin balancedincompleteblocks,
showninTable2,wasanalysedbythemethod

which hasbeendescribedbyYates37),Moore

and Bliss12),so thatmean toxicitiesmay be

adjustedonthe basesofallavailable infor･

nation.ThefiguresshowninTable4arethe

averagedrelativemedianlethaldosagesofDDT

toadultsofthecommonhouseflyofthirteen

differentpopulationscorrectedfordifferences

betweendays. Asisseen inthistablethe

mediallethaldosagesofDDTtofemaleadults

ofthecommonhouseflyoftheTakatsukistrain

areconsiderablyvariablewithpopulation.

Yasutomi35,別)describedthattheso-calledTa･

katsukistrainisalmostlyhomogeneousinthe

DDT･resistanceandthedevelopmentofDDT-

resistancewasnotsobigin spiteofDDT-pre･

ssurcextendingoveralongperiodoftirne.On

the contr'lry, Tsukamoto20 and Yamasaki31)

statedthattheTakatsukistra'tn iseasilyde･

vcloplngtheDDT-rcsistanccorthisstrainisnot

honlOReneOuSinDDT-resistance.Unfortunately,
theor)glnalpopulationoftheso･calledTskatsu･

kistrainwasalreadydiedoutandthereareno

experimentaldataonLD"obtainedbythetopi･

catapplicationmethod.Thereforeitisimpossi･

bletosaythatwhichpopulationhasgottenor

lostDDT-resistanceatthenew laboratorycon･

ditionafterthedividingfromtheoriginalstrain.

whenweassumedthatthehousefliesmain･

taiれtheirDDT-toleranceforsomegenerations

freeofDDT3･6,6,18),itwillbepossibletosay

thatthepopulationsK,H andA arecloseto

theoriginalpopulationwhichwasrearedatTa･

katsukiuntilMay1959. Thesusceptibility of

thepopulationCwaslargerthan thoseofthe

populationsKIHandA.Itisseemed)however,
thatthephysiologicalcharactersofthepopula･

lionCisnotthesameasbefore. Itwillbea

proofforthisassumptionthat〉asshown in

Table5)thenumberofmalefliesobtainedfrom

apotismuchlargerthanthatoffemale･ On

thecontrary,inthepopulation∫,thenumber

offemalefliesislittlelargerthanthatofmale･

Ithasshownabout3timestolerancetoDDT

comparedwiththepopulationsK〉HandA･

ThepopulationD isalsomoresensitive to

DDTthanthepopulationsKJHandA･ Howl

ever,thispopulationisnotseemedtobeaoff･

sprlngOftheTakatsukistrainasitscross-resist･

antcharactertootherinsecticidesissomewhat

differentfrom otherpopulations. Thispopula･

tionisconsideredtobeaofEsprlngOftheCSMA

strainimportedfromtheU･S･A･Thepopulation

I,T:,SandKareabout3timestolerantofDDT

tllanA,IIandlく･Ontheotherhandlthepopu･

lationsLandllhaveshownconsiderablehigh

DDT-resistances. Thisisconsidered tobea

resultofaccidentalpressureofsomeinsecticide

duringthesuccessiverearing formany years

orofthecontaminationofotherresistantstrains

inthesamerearingroom.

Thefirsttimethatthewriterhashea一ed

from alaboratoryaboutthe developmentof

DDT-resistanceintheTakatsukistrainis1952.
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ThefirstdescriptionabouttheDDTイeSistance

oftheTakatsukistrainwasmadebyYamasaki29),

YamasakiandNarahashi80)LTheydescribedthat

DDTwasquiteineffectivetobothHikoneand

Takatsuk卜strains,Sothatthecalculation of

LDBOCOuldnotbemade.Theysaidthatresults

arerattlertObeexpectedforthembecausethe

ineEfcctivcnessofDDTagainstsomestrainsof

thehouseflieshasalreadybeendemonstrated

intheirlaboratory28).Theyconcludedthathence

itcansafelybesaidthatboththeTakatsuki

andHikonestrainsareresistantstrainatleast

whenteStedbythemethod oftopicalapplト

cation. ExtremelyhighDDT-resistanceinthe

HikonestrainwasdescribedbyTsukamotoand

Ogaki2一㌧ Tsukamotoetal.25,26). Although the

writerwassomewhatastonishedwhenthere-

portsbyYamasaki29),YamasakiandNarahashi30)

werepublished,itisnotimpossibletoconsider

thattheirTakatsukistrainwasheavilycontami･

matedwiththeHikonestrainwhentheyused

them fortheirexperimentortheirTakatsuki

strainwasselectedtotheextenttoshowthe

high resistancetoDDT withanyinsecticidal

pressure.

From theresultofexperiment mentioned

above,thewriterwishestoconcludeasfollows:

Theso･calledTakatsukistrainisnotsoresistant

toDDTastheLD"cannotbedeterminedby

thetopicalapplicationmethodasdescribedby

Yamasaki21),YamasakiandNarahashi30),Yasu.

tomi33-86),andSuzuki21-23㌧Onthedevelopment

ofDDT-resistancein-theTakatsukistrainwill

bedescribedbylkemoto9)inthesamebulletin.

Accordingtohisexperimentalresult,theTaka･

tsukistraintestedbyYasutomiisseemedtobe

theoffsprlngSelectedwithDDTforsomegen-

erationsandreachedtothemaximum levelof

resistance. HoskinsandNagasawa8)described

thattheSCRstrainselectedwithSevinshowed

acrossresistancetoDDT.Therefore,theDDT-

resistancesfoundinwriter'sexperimentarenot

alltheresultofDDT-selection.

Thesuccessiverearingoftheoriginalpopula･

tionofthestandardstrainshouldbecarried

outatacertainlaboratorytakingeverypossible

caretoavoidanyInsecticidalpressure,contami･

nation ofotherstrains,etc.,andthedistri･

butionofstrainshouldbemadefromthatla･

boratorytootherlaboratoriesfortheirexperi･

mentaluseatregularintervals. Markillgthe

strainswithvariousvisiblemutantcharacters

aswhiteeye,carmineeyeJetc･IWhicharenot

concernedinthesusceptibilitytoinsecticideis

consideredtobeausefulmeasuretoavoidthe

contaminationbetweenstrains.

Deye10pmentofDDT-ReSi8tanC℡intheSo･called"Takntsuki"StrainoftlleⅡouSe･fly,MuBCa

domeBLicauEcL'na.HajimeIRm tαrO(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Simizu)Received

August1,1962.Botyu･Kagcku,27,76,1962.(withEnglishrisum6,78).

12. 高槻系イエバエの DI)T 抵抗性の発達* 池本 始 (イハラ出来研死所)37.8.1受FJl

関税系 イエバエの成虫を P,I)I-DDTで軸汰したところ, わずかF6で抵抗性の増大はほほ平衡に

;BLT:.雌は1匹あたり60-100γで30%から40,%の致死率しかしめきないようになった.堆 もか

I.LH)抵抗性を増加した.

7.'11槻系イエバエ Muscadomesh'cavicinaMacqu･

ardtは P,P'-DDT(以下 DDT とする)にたいして雌

1匹あたり60Tの典妃で30-32,%の致死率しかしめ

さず,実験室において DDTで長川InJ湘汰してもそれ

以上にさほど顕著な抵抗性の増大はみとめられないと

いわれているも5).しかしイハラ農薬研死所で飼育され

ているplS槻系 イエバエの雌 1匹あたりの LD50(中火

*昭和37年7月12日.日本応用動物昆虫学会東伯文

部耶1回例会において発衣した.
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致死米袋)は 10Tにすぎない. 安苗1,6)によって守削ti

された高槻系イエバエはなんらかのかたちで DDTに

たいして,抵抗性が発述してきたものとかんがえられ

ち.この点を検討するため著者は当所で飼lfされてい

る高槻系 イエバエをつかって DDTで軸沈むこころ

みた. その結果安田4,5)の報告しているT.S槻系イエバ

エの致死率とおなじ程皮に抵抗性が発通したので次に

稚岱することにした.


